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21
は
、
情
報
通
信
技
術

を
活
用
し
て
教
育
を
よ
り
よ
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
志
を
持
つ
さ
ま

ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
集
ま
る
、
オ
ー
プ
ン
な
場
を
提
供
す
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
水
曜
サ

ロ
ン 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

赤
堀
会
長
」
は
、
広
く
一
般
に
開
放
さ
れ
た
場
を
定

期
的
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
「
学
び
と
交
流
の
場
」

　
「
水
曜
サ
ロ
ン
」
は
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
の
18
時
よ
り
19
時
ま
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
て
い
ま
す
（
祝
日
の
場
合
は
前
後
の
開
催
と
な

り
ま
す
）。
平
日
の
夕
方
、
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
い
う
こ
と
で
参
加

し
や
す
く
、
毎
回
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

参
加
す
る
た
め
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
が
、
参
加
費
は
無

料
で
、
参
加
資
格
も
問
わ
れ
ま
せ
ん
。
参
加
者
に
は
学
校
関
係
者
の
方

も
多
く
、
そ
の
他
に
教
育
事
業
者
の
方
、
研
究
者
の
方
、
ま
た
省
庁
や

自
治
体
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
多
種
多
様
な
方
と
意
見
交
換
を

行
い
、
交
流
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
「
意
見
交
換
」「
交
流
」
と
い
っ
て
も
発
言
等
が
強
制
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
傍
聴
の
み
で
参
加
す
る
こ
と
も
大
丈
夫
で
す
。

よ
り
よ
い
教
育
を
目
指
し
多
様
な
テ
ー
マ
を
扱
う

　
「
水
曜
サ
ロ
ン
」
は
、
毎
回
異
な
る
多
様
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
ま

す
。
次
に
示
す
の
は
昨
年
12
月
以
降
に
扱
っ
た
テ
ー
マ
の
一
部
で
す
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
著
作
権
」「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
を
意

識
し
た
授
業
デ
ザ
イ
ン
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
課
題
と
必
要
な
体
制
」

「
デ
ジ
タ
ル
・
タ
キ
ソ
ノ
ミ
ー
の
活
用
」「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
」「
新
し
い
情
報
科
の
ね
ら
い
」「
教
育
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

個
別
最
適
な
学
び
」「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
効
果
的
な
活
用
方
法
」

※ 

２
０
２
１
年
12
月
～
２
０
２
２
年
７
月
開
催
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
下
記
ペ
ー
ジ
に

て
確
認
で
き
ま
す
。https://ictconnect21.jp/docum

ent/w
ednesdaysalon2nd/

　

各
回
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
講
師
を
お
招
き
し
て
い
ま
す
。
講
師
は
研

究
者
、
教
育
事
業
者
、
自
治
体
・
学
校
関
係
者
、
省
庁
関
係
者
な
ど
幅

広
く
打
診
し
て
お
り
、
各
省
庁
の
新
し
い
事
業
の
動
き
や
教
室
内
外
に

1人1台時代 の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
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大友利光
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第 回20

広
く
多
様
な
テ
ー
マ
を

話
し
合
う

定
期
的
な
サ
ロ
ン
活
動
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お
け
る
実
践
、
研
究
の
最
先
端
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

会
の
後
半
に
は
質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
参
加
者

は
自
由
に
発
言
い
た
だ
け
ま
す
（
参
加
多
数
の
場
合
は
進
行
役
よ
り
指

名
い
た
し
ま
す
）。
講
師
の
話
や
他
の
参
加
者
と
の
質
疑
応
答
を
通
し

て
、
何
か
し
ら
新
し
い
学
び
を
得
て
お
帰
り
に
な
る
方
が
多
い
で
す
。

今
後
の
開
催
情
報

　

今
号
（
２
０
２
２
年
11
月
号
）
が
発
売
さ
れ
る
頃
に
は
、
次
の
回
が

案
内
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

・ 「
水
曜
サ
ロ
ン 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

赤
堀
会
長
」
第
３
期

　

第
７
回
（
通
算
第
37
回
）

　

２
０
２
２
年
10
月
26
日
（
水
）
18 

： 

00
～
19 
： 
00

　
「
金
融
教
育
の
現
状
と
課
題
」

　

 

講
師
：
森
永
康
平
（
株
式
会
社
マ
ネ
ネ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
／
経
済
ア
ナ
リ
ス

ト
）

　

詳
細
お
よ
び
参
加
申
し
込
み
受
付
は
、
次
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

https://ictconnect21.jp/w
ednesdaysalon3rd_new

s/

　

ま
た
今
号
を
お
読
み
の
方
に
特
別
に
、
次
々
回
に
つ
い
て
も
ご
案
内

し
ま
す
。

・「
水
曜
サ
ロ
ン 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

赤
堀
会
長
」
第
３
期

　

第
８
回
（
通
算
第
38
回
）

　

２
０
２
２
年
11
月
9
日
（
水
）
18 

： 

00
～
19 

： 

00

　

 「
主
権
者
教
育
」（
仮
）

　

講
師
：
西
野
偉
彦
（
慶
應
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
上
席
所
員
）
他

　
※
詳
細
等
は
前
記
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
に
後
日
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　
「
水
曜
サ
ロ
ン
」
に
関
す
る
情
報
を
定
期
的
に
確
認
す
る
た
め
に
は
、
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21
公
式
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

へ
の
ご
登
録
も
お
勧
め
し
ま
す
。
毎
週
金
曜
も
し
く
は
土
曜
配
信
で
、

一
般
社
団
法
人
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
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21
の
活
動
や
教
育
業
界
の

動
向
、
文
部
科
学
省
を
は
じ
め
と
す
る
省
庁
の
動
き
な
ど
を
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。

　

公
式
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
へ
の
ご
登
録
は
下
記
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま

す
。https://ictconnect21.jp/m

ail-m
ag/

　
「
水
曜
サ
ロ
ン
」
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
気
軽
に
、
誰
で
も
無
料
で
参
加
可

能
な
場
で
、
教
育
に
関
す
る
最
新
の
研
究
成
果
や
実
践
の
動
向
を
知
る

良
い
機
会
で
す
。
ご
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
水
曜
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
ほ
し

い
、
第
２
弾
を
開
催
し
て
欲
し
い
な
ど
、
ご
要
望
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（一社）ICT CONNECT 21―「教育の情報化」に関係する皆
さまにオープンな場を提供し、コネクトすることで教育を良くし
ていく団体。教育とICTについての情報を毎週メルマガで配信中!


